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1. はじめに  

カスミサンショウウオ Hynobius nebulosus は止水産卵性の小型サンショウウオで、愛知県から長

崎県にかけての西日本に分布する（松井 2005）。本種はアロザイム分析により地理的に分かれる４グ

ループの存在が示されており、兵庫県南部はこの４グループのうちの easternグループに含まれる

(MATSUI et al. 2006、図 1) 。またミトコンドリア DNA解析により、青木ら(2011)は easternグルー

プの中に、中部地方から近畿地方にかけて分布する系統（Aグループ）と、近畿地方から四国中国地

方および瀬戸内海沿岸にかけて分布する系統（Bグループ）があることを報告している。兵庫県産カ

スミサンショウウオがこの Bグループに属することが報告されている（Tani・Hoelker 2016）。 

今回は、神戸市及び兵庫県各地のカスミサンショウウオの遺伝的特性をさらに詳細に解明し、神

戸市と兵庫県内他地域と比較することを目的とした。さらに県内の各地のスミサンショウウオ生息地

特定方法開発ための基礎調査として、カスミサンショウウオが産卵する水源に接する土壌とカスミサ

ンショウウオの生息していない本校中庭の土壌生物を比較した。 

 

2. 方法 

2017年から 2018 年にかけて兵庫県内の高等学校(県立篠山鳳鳴，県立三田祥雲館，姫路市立飾磨，

県立三木，神戸学院大学附属)が地元で採集したサンプルを持ち寄り，本校で遺伝子解析実験を行っ

た。これに本校独自の調査地 3地点を加えた 6地点（篠山市，三田市２地点，神戸市，姫路市，淡路

市）の計 31個体のサンプルを用いて mtDNAの cytb領域の塩基配列を解読した。 

自作のツルグレン装置を用いて神戸市あいな里山公園のカスミサンショウウオが産卵する水源に

接する土壌と、カスミサンショウウオの生息していない本校（兵庫県立尼崎小田高等学校）の中庭の

土壌動物を比較した。微細構造の観察には光学顕微鏡（図 2）および走査型電子顕微鏡（卓上顕微鏡 

Miniscope® TM3030：日立ハイテクノロジーズ：図 3）を用いた。 

 

3. 結果 

今回解析した兵庫県産のサンプルはすべて 1 つのグループを形成した。このグループは青木ら

(2011)が報告した B グループである可能性が高いと思われた。県内 6 地点で採集された 31 個体から

13個のハプロタイプが確認された。三田市と篠山市の 2地点で同じハプロタイプが 1つ確認された以

外は、すべて各地に固有のハプロタイプであった。 

あいな里山公園と本校中庭の土壌動物を観察した結果（表１、図 2・3）、トビムシ類・クモ類・ダ

ニ類・ササラダニ類は両地点で観察された。ハチ類・ハネカクシ類は神戸市あいな里山公園でのみ観

察された。 

 

4．考察 

土壌動物について両地点の特性を比較するには、さらにサンプル数を増やすことや私たち自身が土壌動

物の分類能力を身に着ける必要があると思われた。文献を基に同定を行ったが、土壌動物の同定は私達に

は難しかった。今回両地点で採集された個体は同類でも、種は異なることが強く予想された。土壌動物の

抽出や抽出サンプルの管理は比較的容易で、しかもサンプルの持つ情報量は非常に豊富であると思われた。

今後ともサンプルを収集継続し、少しずつ観察を続けていきたい。 

遺伝子解析の結果からは兵庫県産カスミサンショウウオの遺伝子的多様性が高いことが示された。今後、

より多くの高校生と協力して調査範囲を広げ、兵庫県下のカスミサンショウウオのさらに詳細な分布を解



明し，本種の遺伝的多様性の保全に貢献したい。 
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表 1．土壌生物採集結果 

  あいな 

里山公園 

（図１） 

尼崎小田高校 

中庭 

（図 2） 

トビムシ類 3種類、 

計 3個体 

2種類、 

計 6個体 

クモ類 1個体 1個体 

ダニ類 1個体 2個体 

ササラダニ類 1個体 1個体 

ハチ類 1個体   

ハネカクシ類 1種類 2個体   
 

 
図１. カスミサンショウウオの 4グループの分

布地域（MATSUI et al. 2006 の図を改変。） 
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図 2．あいな里山公園で採集した土壌生物 
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図 3．尼崎小田高校中庭で採集した土壌生物 


